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１．研究の目的 

 これまで小学校算数部会 揖斐郡支部では，「主

体的・対話的で深い学び」を基盤に，単元を通して

「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学び

に向かう力，人間性等」のバランスを考えた授業設

計を行ってきた。また，本時で大切にすべき考え

方を見極め，数直線図など根拠を示したり，考え

方を絞って授業を進めたりすることで，本時身に

付けたい力の定着に努めてきた。 

それらの実践や新学習指導要領実施，県小算研

のテーマと児童の実態を照らし合わせたとき，次

の３点に課題があると考えた。 

 

＜児童の課題＞ 

▲１ 問題文の解釈 

 

▲２ 立式の根拠を明確にしながら説明する 

 

▲３ 学習した内容を実生活とつなげて考え

る 

 

例えば，揖斐郡内の授業実践校で実施した全国

学力・学習状況調査では，表１の結果が得られた。 

 

表１ 全国学力・学習状況調査（解答方式別） 

解答方式別 実践校 全国 全国と実践校の差 

記述式 ３７ ４５.３ −１０．４ 

 

 

表１の結果に見られるように，全国平均と比較

した際，特に「思考力・判断力・表現力等」が問わ

れる記述式での解答において，大きな差が見られ

ることがわかる。 

 こういった児童の実態を改善するために，県の

テーマを軸に，「意図的・計画的に数学的活動を位

置付け」や「対話的な学び合いができる交流の場

を位置付け」など，揖斐郡支部の独自の実践を進

めていくこととした。 

 

２．研究内容 

「１．研究の目的」より，揖斐郡支部では次の３

つの研究内容を設定し，実践を進めることとした。 

 

（１）単位時間における数学的な見方・考え方と

その力を育むための数学的な活動の明確化

を図った単元指導計画の作成 

ア 数学的な見方・考え方を明確にした 

単元指導計画の作成 

 

（２）一人一人が根拠を明確にした考えをもつ 

ための指導・援助の工夫 

イ 数学的活動の充実 児童の実態の把握 

教室環境 評価に基づいた教材 

教具の準備 板書や指導・援助の工夫 

教科書の活用 

 

（３）数学的な見方・考え方を高める対話的な 

学び合いの工夫 

ウ 交流の視点の明確化 学習形態の工夫 

板書や発問（考え方の根拠を明確に 

する問い返し）の工夫  

 

 揖斐郡支部では，特に実践校の児童の実態や単

元，単位時間に合わせ，ア，イ，ウの中から，教師

が最も適切であると考える方途を選択し，実践を

進めている。方途を固定するのではなく，各校が

柔軟に工夫できるようにすることで，児童の実態

の改善に対応できると同時に，互いに研鑽できる

機会が増えると考えたためである。 

 

３．研究実践 

学  年 ： 小学校６年生 

 

単  元 ： 「比例と反比例」 

 

単位時間 ： 比例をつかってみよう 

揖斐郡支部テーマ 

「主体的・対話的で深い学び」を基盤にして， 

「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」を育成する 

教育の充実 

算数部会テーマ 

見方・考え方を働かせ，数学的に考える児童を育てる指導の在り方 
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第６時 【本時のねらい】 

比例の性質を活用して，比例の関係にある問題

を解決する。 

 

問  題 

はしが７０本必要です。 

５本のはしの重さをはかったら，１７．５ｇで

した。 

このはし７０本の重さは何ｇになるでしょう。 

 

（１）ア 数学的な見方・考え方を明確にした 

単元指導計画の作成 

 図１のような単元指導計画の作成を行った。単

元指導計画内にねらいの設定だけでなく，数学的

な見方・考え方の欄を設け，各単位時間で位置付

けることとした。各単位時間において，「児童がど

こに着目して考えることができればよいか」を明

確にすることで，それに関わる具体的な方途を明

らかになると考えためである。 

 

 作成した単元指導計画での見方・考え方をもと

に，単元全体を通して方途を考えることができ，

さらには次に示す（２）イや（３）ウの方途へとつ

なげることができた。 

 

（２）イ 一人一人が根拠を明確にした考えをも

つための指導・援助の工夫（教具の準

備） 

（３）ウ 数学的な見方・考え方を高める対話的

な学び合いの工夫（板書や発問の工夫） 

導入場面 

本時の問題のように，日常生活に生きてくる場

面を扱った問題は算数において数多く存在する。

本時は，はしの本数と重さの２つの数量が比例関

係にあることに気付いて，比例の性質を利用して

問題解決をしていく場面である。一方で，児童の

実態「▲１ 問題文の解釈」という点で，導入場

面の段階で問題を正しく解釈することができず，

つまずく恐れがあると考えた。 

そこで，「本数」と「重さ」の両方の単位を一つ

ずつ捉えることができるように，問題場面を区切

って提示し，「比例を使えば求めることができそう

だ。」と見通しをもてるようにした。 

 図１ 作成した単元指導計画 
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＜導入場面の教師−児童間での対話＞ 

T＝教師 C１＝児童１ C2＝児童２ 

①たくさんあるはしの中から７０本を用意する

場面を想起する。 

 

T：はしが７０本必要です。 

みんなならどうする？ 

C１：１本ずつ数えるかな。 

C２：10本ずつ束にした方がいいよね。 

 Ｔ：普通は数えるよね。でも問題はこう続き

ます。 

５本のはしの重さをはかったら 17.5ｇ

でした。なぜここではしの重さを量った

んだと思う？（ペア交流①） 

 

 さらに，図２に示すような給食で使うはしを提

示することで，実生活により近い場面を想定し，

問題解決ができるようにした。 

 

図２ 実際に提示した給食はし 

 

問題解決場面 

 導入時で，実生活の場面を想起することで，具

体的なストーリーやイメージをもちながら，問題

に取り組むことができた。問題解決時には，比例

関係の必然を感じことができたため，児童の比例

に関する発言をもとに，児童同士の対話活動を重

視しながら，比例関係を用いる必然を感じる活動

を行った。 

 

 

 

 

＜問題解決時の教師−児童間での対話＞ 

T＝教師 C３＝児童３ C４＝児童４ 

②７０本分の重さを求める理由を考える 

C３：一本あたりの重さを求めて，７０本の重さ

を計算で求めてはかりを使えば，７０本を

もとめることができるね。 

T：今，C３さんが言ったこと分かった？ 

話せる人，近くの人と話してごらん。 

（ペア交流②） 

C４：７０本の時の重さを計算で求めて，その重

さになるようにはかりで量れば，数えなく

ても重さで７０本あると分かるね。 

T：重さで分かるとどんな良さがあるの？ 

C４：いちいち数えなくてもいいから，数えるよ

り速いね。 

T：数えなくても７０本って分かるのか。 

だから７０本分の重さを計算で求めれば

いいんだね。 

 

問題解決の後で，図３のような長さが違うはし

を提示し，本時のような求め方ができるか児童に

思考させる時間を意図的に設けた。 

 

図３ 長さの違うはしの提示 

 これは，児童の実態「▲３ 算数で学習した内

容を実生活とつなげて考える」の改善につなげた

いと考えたためである。 

本問題の前提は，一本あたりの重さは同じであ

るため，比例場面が成立すると考える。しかし，実

生活の場面では，条件などが異なるケースは多く

存在する。そのため，図３のような件の場合も想

起していく必要があると考える。実際には，比例

関係と捉えることはできないため，本時のような

求め方はできない場合も確認することとした。 
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終末場面 

終末場面においても，実生活を想起できるよう

に，ホームセンターなどで秤売りされている図４

の写真を提示し，確認問題を実施した。 

くぎがたくさんあります。 

全部の重さは５４０ｇで，そのうち２５本の重

さをはかったら４５ｇでした。 

くぎは全部で何本あるでしょう。 

 

図４ 終末場面で提示した写真 

 

多くの児童が本時学んだ比例のことを活用し，

問題に取り組むことができたと同時に，様々な場

面で比例の考え方が活用できることを実感できた。 

 

４．研究のまとめ 

 ３ 研究実践を行い，揖斐郡内の先生と本実践

を共有する中で，次のような成果を得ることがで

きた。 

成果１ 

・問題提示〜課題化まで，児童の意識に沿った

流れの中で問題解決の必然性をもたせたこと

は，主体的な学びを生み出す導入となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ワークショップのグループメモ 

実践後の研究会において，すべてのグループから

図５に示す児童の様子を確認することができた。 

 揖斐郡内の算数科の実践では，導入時では，児

童の思考に沿った流れであるかについて，吟味し

ながら実践を進めていきたいと考える。 

 

 

成果２ 

・ペアでの対話を多く取り入れ，数学的な見方

で物事を捉え，考えを深めることで，実生活と

つなげて考えたり，論理的に説明ができたり

する児童が増えた。（児童のノートより） 

 図６に示すような児童のノートの変容を確認す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

   図６ 児童のノート 

  

本実践のような，単元を通して継続的に数学的

な見方・考え方の指導を行うことで，自分の考え

をもち，筋道を立てながら考える児童の足跡が確

認できた。 

 また，実生活とのつながりについては，授業中

には理解できるものの，他の授業場面や他教科等

とも関連を図り，見届けを行う必要があると考え

る。 

そのためにも，今後も継続的に取り扱い，教科

等横断的な指導を意図的に行っていきたいと考え

る。 


